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電話江尾㈹5－2211

編集　総　務　課

印刷　㈲富士印刷

江府町の人口

（2月28日現在）

世帯数1274世帯
人　口　相29人
（前月比　20人増）
（男）　即76
（女）　廻53

出　生　　4

（男）　　3
（女）　1

転　入　　28
（男）　14
（女）　14

転　出　　8
（男）　　6
（女）　　2

死　亡　　4
（男）　1
（女）　3
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と
っ
て
も
上
手
に
で
き
ま
し
た

子
供
の
国
保
育
園
で

避
難
訓
練

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の
三
月

五
日
、
子
供
の
国
保
育
寓
で
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

”
炊
事
場
が
火
事
で
す
〟
の
放
送
と

同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
に
誘
導
さ
れ

て
園
庭
の
避
難
場
所
に
集
合
。

消
火
器
を
使
っ
て
初
期
消
火
の
指
導

や
、
江
府
消
防
署
か
ら
消
防
車
や
救
急
■

車
も
出
動
し
て
、
ケ
ガ
役
の
子
供
た
ち

が
運
ば
れ
る
な
ど
本
番
さ
を
が
ら
の
訓

練
に
子
供
た
ち
の
表
情
も
真
剣
そ
の
も

の
で
し
た
。

訓
練
の
あ
と
は
、
「
と
っ
て
も
上
手

に
で
き
ま
し
た
」
と
消
防
署
の
お
じ
さ

ん
か
ら
ご
は
う
び
に
一
人
一
人
ふ
う
せ

ん
を
も
ら
っ
た
り
、
消
防
車
や
救
■
急
事

に
の
せ
て
も
ら
っ
て
大
よ
ろ
こ
び
。

貴
重
を
体
験
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

消
火
訓
練
を
見
守
る
子
供
た
ち
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町
長
の
行
政
報
告
　
急
虐
濁
量

町
長
合
名
の
”
円
萄
舎
”

第188号

・
総
　
務

十
二
月
一
日
実
施
し
た
町
職
員

（
土
木
専
門
職
）
採
用
試
験
第
一

次
合
格
者
二
名
に
対
し
、
十
二
月

十
五
日
第
二
次
試
験
を
実
施
し
、

一
名
が
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

合
格
者
下
垣
吉
正
（
美
用
・
下

垣
岩
雄
氏
長
男
）
は
、
一
月
一
日

付
で
建
設
課
に
臨
時
雇
と
し
て
配

置
し
ま
し
た
。

健
全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
と
し
て
町
民
総
合
運
動
場
を
建

設
し
、
順
次
施
設
設
備
の
充
実
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
が
、
緑
に
か

こ
ま
れ
た
快
適
環
境
整
備
の
た
め

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事

業
（
緑
化
分
）
を
受
け
、
運
動
公

園
周
辺
に
い
ち
ょ
う
の
木
の
植
樹

を
行
い
ま
し
た
。

工
事
費
一
四
八
万
円

請
負
業
着
　
日
本
緑
地
開
発
㈱

一
月
六
日
、
上
ノ
段
広
場
で
恒

例
の
消
防
出
初
式
を
、
第
一
分
団
・

第
二
分
団
員
五
〇
名
、
来
賓
五
〇

名
の
一
〇
〇
名
の
参
加
に
よ
り
行

い
ま
し
た
。

式
後
、
本
町
通
り
で
、
パ
レ
ー

ド
、
小
隊
訓
練
、
ま
た
、
自
任
地

内
で
一
斉
放
水
を
行
っ
て
、
町
民

の
生
命
財
産
を
守
る
消
防
使
命
の

確
認
と
、
一
年
間
の
無
火
災
を
祈

願
し
ま
し
た
。

夜
振
橋
の
た
も
と
に
、
木
造
平

屋
建
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
休
憩
所

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
、
江
尾
駅
前
国
鉄

宿
舎
を
移
転
改
造
し
た
も
の
で
、

今
後
建
設
の
予
定
さ
れ
て
い
る
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
広
場
に
付
設
し
た
憩

の
施
設
で
、
町
長
に
よ
り
門
毯
舎

と
命
名
い
た
し
ま
し
た
。

工
事
費
　
五
七
七
万
円

請
負
業
者
　
田
辺
建
設

・
民
　
生

竿
～
弐
計
‥
十
・
竺
・
中

寿
を
む
か
え
ら
れ
、
人
間

町
宝
福
寿
賞
を
受
賞
さ
れ
、

記
念
す
べ
き
顕
彰
式
と
な

十
月
一
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
赤
い

羽
根
共
同
募
金
と
十
二
月
一
日
か
ら

は
じ
ま
っ
た
歳
末
た
す
け
合
い
募

金
に
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
た

く
さ
ん
の
思
い
や
り
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
l
、
総
額
一
四
九
万
二
、
三

二
円
の
寄
附
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
内
、
歳
末
た
す
け
合
い

募
金
に
つ
い
て
は
、
さ
っ
そ
く
町

内
の
該
当
世
帯
と
本
町
出
身
で
福

祉
入
所
の
方
々
へ
贈
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
募
金
の
内
訳

は
次
の
と
お
り
で
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

九
〇
六
、
三
三
一
円

歳
末
た
す
け
合
い
募
金

五
八
五
、
九
八
〇
円

一
月
十
五
日
、
土
井
之
内
会
館

で
高
齢
者
抑
彰
式
を
行
い
、
新
た

に
本
年
顕
彰
該
当
者
四
人
を
加
え

た
十
三
人
の
お
年
よ
り
の
表
彰
を

行
っ
て
長
寿
を
お
祝
し
、
ご
家
族

に
感
状
と
介
護
年
手
当
金
を
贈
り

ま
し
た
。

今
年
は
、
本
町
で
は
じ
め
て
御

机
の
川
上
か
ね
さ
ん
が
百
歳
の
長

り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
の

ま
す
ま
す
の
ご
健
康
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

町
内
の
八
〇
歳
以
上
の

お
年
よ
り
を
紹
介
す
る
長

寿
番
付
を
発
表
し
ま
し
た
。

本
年
の
登
録
者
は
、
二
四
三
名

で
、
そ
の
内
夫
婦
登
録
者
が
二
十
一

名
、
ま
た
今
年
は
、
長
尾
い
そ
さ

ん
、
宇
田
川
ま
さ
よ
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
親
子
で
萱
録
に
在
り
ま
し
た
。

県
道
上
徳
山
俣
野
江
府
線
道
路

改
良
工
事
に
伴
い
、
深
山
口
地
内

水
道
管
移
設
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

工
事
費
　
一
〇
〇
万
円

請
負
業
者
㈱
藤
井
水
道
工
務
店

・
国
　
体

わ
か
と
り
国
体
湯
飲
み
約
二
千

個
を
各
部
落
、
団
体
、
事
業
所
へ

配
布
い
た
し
ま
し
た
。
有
効
に
ご

利
用
い
た
だ
き
山
岳
競
技
会
場
地

と
し
て
国
体
へ
の
参
加
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

＊
　
1
　
　
　
月

1
日
㈹
　
久
連
部
落
新
年
会
出
席

4
日
也
　
仕
事
始
め
式
、
江
尾
砕
石
工

業
社
長
・
森
林
組
合
専
務
・

貝
田
部
落
役
員
・
安
江
民

生
委
貞
総
務
二
二
森
県
議

会
議
員
・
中
電
俣
野
川
発

電
所
建
設
所
長
来
庁

5
日
出
　
新
採
用
職
員
下
垣
吉
正
辞

令
交
付
、
貝
田
集
会
所
記

念
行
事
出
席
、
商
工
会
役

員
来
庁

6
日
㈲
　
消
防
出
初
式
、
町
マ
ラ
ソ

ン
大
会
、
町
議
会
議
長
・

副
議
長
・
常
任
委
員
長
会

議
、
町
消
防
団
第
二
分
団

打
合
せ
会

7
日
㈲
　
農
林
水
産
省
・
大
山
開
発

来
庁
、
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
視
察
、
甘
酒
茶
屋
事

業
打
合
せ
会
、
道
路
公
団

・
日
野
農
業
改
良
普
及
所

長
来
庁

8
日
購

9
日
水

1
1
日
也

1
2
日
㈹

1
3
日
㈲

1
4
日
㈲

1
5
日
㈹

在
　
勤

川
上
か
ね
さ
ん
百
歳
祝
賀

会
（
御
机
）
、
江
府
消
防

署
副
署
長
・
日
野
農
林
振

興
課
長
ほ
か
来
庁

県
高
等
学
校
審
箪
笥
大
山
隠

岐
国
立
公
園
管
空
也
彗
驚

奥
村
組
広
島
支
店
長
来
庁

西
部
町
村
長
会

一
旦
水
路
現
場
調
査
、
町

消
防
団
第
一
分
団
打
合
せ
会

江
尾
区
自
衛
消
防
出
初
式

中
国
横
断
道
打
合
せ
会

成
人
式
、
高
齢
者
朗
彰
式
、

⑳
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・
同
和
対
策

一
月
十
七
日
、
西
部
地
区
同
和

問
題
研
修
会
が
日
野
町
で
開
催
さ

れ
、
本
町
か
ら
も
町
長
を
は
じ
め

各
種
団
体
代
表
二
十
名
が
出
席
、

同
和
問
題
解
決
へ
の
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

一
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
と

部
落
解
放
行
政
推
進
要
求
行
動
が

東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
部
落
解
放

基
本
法
制
定
集
会
と
各
省
庁
に
対

し
て
同
和
対
策
諸
問
題
の
要
求
交

渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら

は
浦
部
同
和
対
策
室
長
が
参
加
い

た
し
ま
し
た
。

・
産
　
業

一
月
十
日
、
水
田
利
用
再
編
対

策
会
議
が
、
鳥
取
県
庁
で
開
催
さ

れ
、
各
市
町
村
の
六
十
年
度
の
転

（59年12月末）

貝
田
地
内
で
の
転
作
確
認

作
目
標
面
積
及
び
米
事
前
売
渡
限

度
数
量
の
指
示
が
あ
り
ま
し
た
。

江
府
町
の
転
作
目
標
面
積
は
、

一
〇
八
二
二
筋
で
五
十
九
年
度
に

比
べ
六
・
八
㍍
少
く
在
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
米
事
前
売
渡
限
度
数
量

は
、
二
五
、
九
八
二
俵
で
五
十
九

年
度
の
二
五
、
五
四
六
俵
に
対
し

四
三
六
俵
の
増
、
他
用
途
利
用
米
指

示
数
量
は
、
五
四
丁
五
倭
で
前
年

度
指
示
数
八
六
一
俵
に
対
し
て
三
一
作

八
・
五
俵
の
滅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
十
九
年
度
の
転
作
及
び
米
出
転

荷
実
績
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。
1
．

・
建
　
設

十
二
月
十
一
日
、
除
雪
会
議
を

行
い
、
町
道
十
八
路
線
、
県
道
八

路
線
を
八
業
者
に
委
託
し
、
冬
期

間
の
住
民
の
足
の
確
保
の
た
め
の

除
雪
体
制
に
万
全
を
期
し
ま
し
た
。

十
二
月
十
五
日
、
建
設
関
係
事

業
の
入
札
を
行
い
ま
し
た
。

入
札
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

・
工
事
名
　
二
級
町
道
江
尾
久
遠

大
谷
線
久
遠
橋
歩
道

橋
架
設
工
事
（
下
部

実 施 面 積 目 標 面 積 達 成 率 備　　　 考

H A
（県二次自己分面事■）　　H A ′′ 県二次配分月日

1 0 9 ．1 3 1 0 9 ．1 0 1 0 0 ．0 3 5 9年 5 月14 日付

2．米出荷数量
売 渡 旗 度 数量 出 荷 数 量 眼 8亡⊇Ⅹ■■に

5吋す る超 過 米

う　 る　 ち 米 2 4 ， 3 3 5　 倭 2 6 ，3 1 0 ・5 俵 増 1 ．9 7 5 ．5 倭

も　 ち　 米 1 ， 2 1 1 俵 1 ，4 6 1 ・5 倍 2 5 0 ．5　で変

計 2 5 ． 5 4 6　 倭 2 7 ．7 7 2 ．0 倭 2 ，2 2 6 tO 倭

3．他用途利用米実績
出 荷 数 量 目 標 棉 示 教 達 成 率 備　　　 考

依 倭 ％

5 1 7 ． 5 8 6 1 6 0 ．1

業
者
名

金
　
額

・
工
事
名

業
者
名

金
　
額

・
工
事
名

業
者
名

金
　
額

・
教

工
）

㈲
住
田
組

一
、
五
五
〇
万
円

団
体
営
美
用
地
区
は

場
整
備
工
事
（
下
ノ

原
第
二
工
区
）

㈲
浜
本
組

六
四
〇
万
円

単
県
武
庫
水
路
頭
首

工
改
修
工
事

㈲
川
端
組

二
、
一
五
〇
万
円

育

冬
期
間
の
通
学
の
不
伸
を
解
消

す
る
た
め
、
こ
と
し
も
柿
原
分
校

を
一
月
十
二
日
か
ら
開
設
い
た
し

ま
し
た
。

柿
原
公
民
館
を
教
室
に
、
児
童

数
三
名
と
超
小
規
模
で
す
が
、
三

月
未
ま
で
先
生
二
人
と
家
庭
的
ふ

ん
い
気
の
楽
し
い
三
ケ
月
を
過
し

ま
す
。一

月
十
五
日
、
土
井
之
内
会
館

に
お
い
て
成
人
式
を
挙
行
し
ま
し

た
。
今
年
の
成
人
該
当
者
は
、
五

十
一
名
で
、
内
三
十
六
人
が
出
席

し
来
賓
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

式
典
後
、
恒
例
の
高
齢
者
顕
彰

式
に
出
席
し
、
一
世
紀
を
た
く
ま

し
く
生
き
ぬ
い
て
こ
ら
れ
た
十
三

人
の
高
齢
者
の
長
寿
と
健
康
に
あ

や
か
り
ま
し
た
。

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
一
月

六
日
開
催
さ
れ
、
江
尾
駅
前
ス
タ

ー
ト
町
内
一
・
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス

を
各
ク
ラ
ス
別
に
競
技
、
一
五
〇

人
が
走
り
ぞ
め
を
行
い
ま
し
た
。

一
月
十
七
日
、
第
十
三
回
奥
大

山
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
二

月
十
六
日
、
十
七
日
の
県
体
冬
期

ス
キ
ー
大
会
を
ひ
か
え
て
の
大
会

と
し
て
、
選
手
・
役
員
三
六
〇
名

が
参
加
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

1
9
日
出

2
0
日
㈲

2
1
日
㈱

22
日
㈹

2
3
日
㈱

2
4
日
㈹

2
5
日
㈱

26
日
出

2
7
日
㈲

2
8
日
㈲

29
日
㈹

3
0
日
㈱

3
1
日
㈹

新
町
一
丁
目
公
民
館
増

築
工
事
竣
工
式

農
業
委
員
会
、
棄
尾
部
落

役
員
・
大
河
原
部
落
役
員
・

山
陰
ビ
デ
オ
来
庁

日
野
郡
同
和
教
育
研
修
会
、

県
農
林
部
次
長
来
庁
、
町

ス
キ
ー
大
会
（
奥
大
山
ス

キ
ー
場
）

農
業
セ
ン
サ
ス
統
計
打
合

せ
会
、
農
協
と
の
打
合
せ

会
、
中
電
俣
野
川
発
電
所

建
設
所
長
・
森
林
組
合
役

員
・
米
子
鉄
道
管
理
局
・

倉
吉
営
林
署
長
来
庁

職
員
研
修
（
四
国
）

東
京
出
張

（
農
林
水
産
省
会
議
）

中
国
電
力
岡
村
取
締
役
来

庁
、
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
正
副
管
理
者
会
議

臨
時
町
議
会

建
設
事
業
入
札
、
郡
内
高

校
P
T
A
役
員
来
庁
、
西

部
町
村
長
会
、
米
子
鉄
道

管
理
局
来
庁

在
　
勤

農
林
水
産
省
ダ
ム
打
合
せ
会

江
府
町
婦
人
大
会

新
町
一
丁
目
役
員
来
庁
、

日
野
川
漁
業
対
策
協
議
会
、

米
子
鉄
道
管
理
局
来
庁

予
算
査
定
（
甘
酒
茶
屋
）

予
算
査
定
、
鳥
取
県
部
落

差
別
事
件
糾
弾
集
会

予
算
査
定
、
西
部
町
村
長

会
、
西
部
広
域
行
政
管
理

組
合
会
議

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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差
別
の
現
実
に
深
く
学
び

解
決
を
は
か
ろ
う

正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
町
民
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
の
中
で
自

ら
の
行
動
を
通
し
て
同
和
問
題
を
早
期
解
消
し
よ
う
と
二
月
二
十
八
日
、

土
井
之
内
会
館
で
第
十
回
江
府
町
同
和
教
育
研
究
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
約
二
百
五
十
人
で
、
開
会
行
事
の
あ
と
基
調
提
案
に
引
続
き

全
国
研
修
会
等
参
加
者
の
報
告
と
問
題
提
起
が
行
わ
れ
、
午
後
は
奈
良

教
育
大
学
教
授
中
川
喜
代
子
先
生
の
「
み
ん
な
で
取
り
組
む
身
近
か
な
同

和
教
育
の
実
践
」
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開会のあいさつを行う井上町長

血

主

　

　

　

　

題

仙

江
府
町
に
お
け
る
部
落
差
別
の

早
期
解
決
を
は
か
る
た
め
に
、
実

践
活
動
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
。

ね

　

　

ら

　

　

い

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
に

続
い
て
、
地
域
改
善
対
策
特
別
措

置
法
が
実
施
さ
れ
て
十
六
年
間
、

地
域
住
民
の
生
活
環
境
は
、
〓
正

の
成
果
を
み
て
お
り
町
民
の
理
解

も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

同
和
問
題
は
日
本
社
会
の
歴
史
的

発
展
の
過
程
に
お
い
て
形
成
温
存

さ
れ
た
も
の
だ
け
に
今
を
お
、
わ

た
く
し
た
ち
の
身
辺
に
偏
見
と
差

別
は
存
在
し
て
い
ま
す
。

本
研
究
集
会
で
は
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
社
会
で
の
同
和
教
育
の

弱
さ
を
堀
り
起
し
、
再
点
検
し
て

町
民
一
人
ひ
と
り
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
認
識
と
自
覚
を
深
め
、
自

ら
の
行
動
、
実
践
を
通
じ
て
、
一

日
も
早
く
完
全
解
決
に
む
け
て
の

す
じ
道
を
求
め
る
も
の
で
す
。

大
権
問
題
に
関
す
る
基
車

日
本
国
憲
法
は
、
人
種
、
信
条

性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に

よ
り
政
治
的
、
経
済
的
、
ま
た
は

社
会
的
関
係
に
お
い
て
基
本
的
人

権
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
地
区
住
民
の
多
く
が
「
就

職
に
際
し
て
」
　
「
職
業
上
の
つ
き

＊

1
日
也

2
日
出

3
日
日

4
日
印

2
　
　
　
月

予
算
査
定
、
中
電
俣
野
川

発
電
所
建
設
所
長
・
次
長

来
庁
、
町
内
弔
周

米
子
鉄
道
管
理
局
来
庁
、

町
内
葬
儀

町
母
子
会
懇
談
会

予
算
査
定
、
中
電
俣
野
川

発
電
所
建
設
所
次
長
・
農

協
組
合
長
・
森
林
組
合
専

務
役
員
・
商
工
会
役
員
来
庁

南
大
山
夏
大
根
生
産
組
合

連
絡
協
議
会
総
会
、
天
神

ば
や
し
研
修
打
合
せ
会
、

米
子
出
張

中
電
俣
野
川
発
電
所
建
設
所
歓

送
迎
会
、
西
ノ
島
町
ス
キ
ー
教

室
交
流
会
（
奥
大
山
ス
キ

ー
場
）
、
大
山
開
発
局
長

・
町
議
会
議
長
来
庁

東
京
出
張

（
発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
理
事
会
）

中
国
電
力
俣
野
川
発
電
所

建
設
所
新
所
長
・
米
子
鉄

道
管
理
局
来
庁
、
新
年
度

予
算
打
合
せ
会

新
町
一
丁
目
神
楽
行
事

江
尾
駅
対
策
打
合
せ
会
、

町
内
弔
問

町
議
会
全
員
協
議
会
、
中

国
横
断
道
用
地
事
務
所
長

来
庁
、
森
林
組
合
役
員
会

知
事
と
の
行
政
懇
談
会
、

山
陰
ビ
デ
オ
・
商
工
会
役

員
・
中
電
技
術
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
来
庁

西
部
町
村
会
定
期
総
会
、

西
部
町
村
長
・
議
長
新
年

行
政
懇
談
全

県
町
村
会
定
期
総
会
、
森

林
組
合
専
務
来
庁

⑳
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あ
い
待
遇
に
関
し
て
」
　
「
結
婚
に

際
し
て
」
等
々
差
別
を
受
け
た
経

験
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

差
別
の
実
態
、
差
別
事
象
は
重

大
を
社
会
悪
で
あ
る
こ
と
を
兄
の

が
し
て
は
在
り
ま
せ
ん
。

今
を
お
現
存
す
る
差
別
意
識
を

根
絶
す
る
た
め
の
啓
発
括
動
に
つ

い
て
自
覚
と
熱
意
が
必
要
で
す
。

面
和
教
育
に
関
す
る
基
車

同
和
教
育
の
中
心
課
題
は
法
の

も
と
の
平
等
の
原
則
に
基
づ
き
、

不
合
理
を
部
落
差
別
を
を
く
し
、

人
権
尊
重
の
精
神
を
貫
ぬ
く
こ
と

で
す
。
教
育
を
受
け
る
権
利
、
お

よ
び
教
育
の
機
会
均
等
に
照
ら
し

て
、
同
和
地
区
の
教
育
を
高
め
る

施
策
を
強
力
に
推
進
し
、
個
人
の

尊
厳
を
重
ん
じ
、
合
理
的
精
神
を

尊
重
す
る
教
育
活
動
が
積
極
的
に

展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
同
和
地
区
を
有
し
を
い
地

域
に
お
い
て
の
啓
発
を
積
極
的
に

行
い
、
全
町
民
も
国
民
的
課
題
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
学
校
教

育
、
社
会
教
育
、
家
庭
教
育
の
場

に
お
い
て
推
進
す
る
こ
と
が
最
も

も
重
要
で
す
。

泄
同
和
対
策
の
基
本
…

同
和
行
政
は
基
本
的
に
は
国
の

責
任
に
お
い
て
当
然
行
う
べ
き
で

あ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
課
せ
ら

れ
た
行
政
の
責
務
で
す
。

同
和
対
策
は
、
生
活
環
境
の
改

善
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
産
業
職

業
の
安
定
、
教
育
文
化
の
向
上
及
び

基
本
的
人
権
の
擁
護
を
内
容
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
同
和
対
策
事
業

十
六
年
の
成
果
と
し
て
あ
げ
ら

れ
る
も
の
は
環
境
改
善
で
す
が

仕
事
の
問
題
に
つ
い
て
も
不
安

定
を
就
労
状
況
が
高
い
比
率
を
示

し
て
お
り
、
ま
た
奨
学
金
制
度
が

整
備
さ
れ
地
区
外
と
の
高
校
進
学

率
の
格
差
が
ち
ぢ
ま
り
教
育
の
機

会
均
等
が
保
障
さ
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
そ
の
中
味
と
実
体
に
は

大
き
な
格
差
が
あ
る
こ
と
を
認
め

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

人
権
問
題
に
つ
い
て
も
、
深
刻

を
差
別
事
象
が
発
生
し
悪
質
化
し

て
い
ま
す
。
対
策
事
業
の
進
む

中
で
啓
発
教
育
の
不
十
分
さ
が
指

摘
さ
れ
る
現
今
で
あ
り
、
部
落
差

別
が
現
存
す
る
限
り
同
和
行
政
は

積
極
的
に
推
進
さ
れ
を
け
れ
ば
を

り
ま
せ
ん
。

全
国
研
修
の
報
告
と
全
体
討
議
で
は
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
教
育

の
課
題
、
啓
発
活
動
の
実
践
等
を
参
加
者
全
員
が
学
び
、
本
町
の
同
和

教
育
と
結
び
つ
け
な
が
ら
、
研
究
、
討
議
さ
れ
本
研
究
集
会
は
大
き
な

成
果
で
し
た
。

さ
ら
に
、
参
加
者
全
員
が
大
い
な
る
勇
気
を
も
っ
て
早
期
差
別
解
消
に

む
け
次
の
目
標
が
満
場
一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

決

1．本集会で明らかにされた課題や問題点を各家庭・地域・職場・団体等に持ち

かえり、すべての町民が固く連携しながら日常の生活や教育を通じて、先ず自

分自身の心をつくり変える学習と実践を深める。

2．われわれ本大会参加者は、家庭・近隣社会の同和教育の中核として日常学習

の輪を広げ、具体的にして身近かを差別の現実を教材として取り上げ、町民一

人ひとりの課題としての自覚を高め、完全解放を目ぎし、まず日常生活の足も

とからの研究と実践活動を強く推進するための原動力となる。

3．全町民運動を積極的に推し進めるため、町同和教育推進協議会の組織と活動

の強化をめざして、小グループの育成・各支部・部落及び家庭並びに職場・団

体情動等の中に同和教育を明確に位置づけると共に自主的推進組織の確立をは

かる。

16
日
出

1
7
日
㈱

18
日
㈲

1
9
日
㈹

2
0
日
0
0

2
1
日
㈹

2
2
日
也

23
日
出

2
4
日
㈱

2
5
日
㈱

県
体
ス
キ
1
大
会
（
奥
大

山
ス
キ
ー
場
）
、
中
国
電

力
俣
野
川
発
電
所
建
設
所

長
・
根
雨
土
木
所
長
・
用

地
課
長
来
庁

町
内
葬
儀

広
島
出
張

（
建
設
省
）
、
森
林
組
合

専
務
来
庁

俣
野
小
共
同
募
金
作
文
県

知
事
表
彰
伝
達
式
、
建
設

事
業
入
札
、
大
方
部
落
役

員
・
根
雨
土
木
所
長
・
用

地
課
長
来
庁

国
体
専
門
委
員
会
（
輸
送

部
）
、
国
体
み
そ
汁
検
討

会
、
日
野
建
設
業
協
会
陳

情
来
庁
、
農
林
省
下
蚊
屋

ダ
ム
打
合
せ
会
、
江
尾
駅

対
策
会
議
（
農
協
・
商
工

会
・
森
林
組
合
）

大
山
隠
岐
国
立
公
園
管
理

計
画
検
討
会
（
米
子
）

東
京
出
張

（
全
国
過
疎
地
域
振
興
理

事
会
）

農
林
水
産
省
来
庁
（
下
蚊

屋
現
地
撮
影
）

町
内
弔
問

国
体
専
門
委
員
会
（
施
設

部
）
、
助
沢
部
落
ダ
ム
打

合
せ
会
、
商
工
会
惑
々
会
、

町
内
葬
儀

貝
田
行
政
座
談
会
、
日
野

農
林
振
興
局
長
来
庁

三
町
衛
生
施
設
組
合
（
江

府
町
）
、
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
正
・
副
管
理
者
会

第
十
回
町
同
和
教
育
研
究

集
会
、
臨
時
町
村
長
会
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四角形
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明日へ向かってはばたこう

国
体
み
そ
汁
メ
ニ
ュ
ー
決
定

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

二
月
二
十
日
、
日
輪
闇
に
お
い

て
接
待
用
み
そ
汁
の
試
食
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
み
そ
汁
は
、
大
会
当
日
、

遠
来
の
選
手
、
役
員
の
皆
さ
ん
を

暖
か
く
も
て
を
す
も
の
で
す
。

試
食
し
た
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
も
、
心
の
こ
も
っ
た
　
〃
お
ふ

◇
に
ぎ
や
か
に
豆
ま
き

子
供
の
国
保
育
園

一
　
二
月
四
日
、
保
育
園
で
、
春
を

く
ろ
の
味
〃
に
思
わ
ず
舌

づ
つ
み
を
う
っ
て
い
ま
し

た
。

決
定
さ
れ
た

メ
ニ
ュ
ー
と
材
料

豚
汁
－
大
根
・
人
参
‥
ネ

ギ
・
豚
肉
・
白
菜

団
子
汁
1
大
根
・
ズ
イ
キ

・
米
の
粉

が
ん
ば
り
ま
す

鼓
隊
練
習

告
げ
る
節
分
の
行
事
二
見
ま
き
が

に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

赤
、
育
、
緑
、
黄
と
カ
ラ
フ
ル

を
お
面
を
つ
け
た
鬼
さ
ん
た
ち
の

〝
鬼
は
外
、
福
は
内
の
元
気
を
声

が
園
中
に
ひ
び
き
、
い
じ
わ
る
鬼
、

お
こ
り
ん
ぼ
鬼
、
泣
き
虫
鬼
、
弱

虫
鬼
を
ど
悪
い
鬼
を
追
い
払
い
ま

し
た
。

豆
ひ
ろ
い
に
い
そ
が
し
い
鬼
さ
ん
た
ち

心
を
こ
め
て

み
そ
汁
づ
く
り

去
年
の
五
月
か
ら
、
国
体
練
習

が
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
、
足
ふ
み
、
方
向
転
か

ん
か
ら
や
り
ま
し
た
。
何
時
間
も

し
ま
し
た
。
夏
は
と
て
も
暑
く
て
、

じ
っ
と
し
て
い
て
も
汗
が
出
て
き

ま
す
。
そ
し
て
練
習
板
を
使
っ
て
、

太
こ
を
打
て
る
よ
う
に
練
習
し
ま

し
た
。
練
習
曲
を
今
ま
で
四
曲
し

ま
し
た
。
最
初
は
か
ん
単
に
打
て

◇
宇
田
川
さ
ん

さ
わ
や
か
な
窓
口
づ
く
り
で
表
彰

こ
の
度
、
一
旦
の
宇
田
川
ま
さ

よ
さ
ん
が
、
郵
便
局
の
さ
わ
や
か

窓
口
づ
く
り
に
協
力
し
た
こ
と
に

よ
り
中
国
郵
政
局
長
か
ら
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

宇
田
川
さ
ん
は
、
こ
こ
十
年
釆

四
季
折
々
に
端
正
こ
め
て
作
っ
た

花
を
江
尾
郵
便
局
の
窓
口
に
と
ど

け
、
花
の
あ
る
気
持
よ
い
窓
口
づ

く
り
に
つ
と
め
て
こ
ら
れ
た
も
の

で
、
県
下
で
は
一
団
体
、
個
人
十

人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

趣
味
の
花
づ
く
り
で
表
彰
の

宇
田
川
さ
ん

●

●

Soumu
四角形
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江
府
町
で
開
か
れ
る
山
岳

競
技
会
を
記
念
し
て
、
記
念

ス
タ
ン
プ
の
図
案
が
決
ま
り

ま
し
た
。

ス
タ
ン
プ
は
二
種
類
で
、

江
美
城
と
放
牧
場
に
町
の
花

「
ア
ヤ
メ
」
を
あ
し
ら
っ
た

も
の
で
す
。

開
始
式
場
、
甘
酒
茶
屋
、

役
場
、
江
尾
駅
を
ど
に
置
く

予
定
で
す
の
で
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
け
ど
、
今
し
て
い
る
曲
は
と
て

も
む
ず
か
し
い
で
す
。

私
は
、
小
太
こ
を
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
リ
ズ
ム
が
と
て
も
む
ず
か

し
い
で
す
が
一
生
け
ん
命
練
習
を

く
り
か
え
し
て
上
手
に
打
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

「
私
達
も
し
た
い
を
］
と
い
う

声
を
六
年
生
か
ら
聞
く
け
ど
、
そ

の
た
び
に
、
「
わ
か
と
り
国
体
の

年
に
六
年
生
に
な
る
を
ん
て
い
い

年
に
生
ま
れ
た
も
の
だ
山
と
思
い

ま
す
。や

り
た
く
て
も
出
来
な
い
人
が

い
る
。
も
っ
と
ほ
こ
り
を
持
っ
て

や
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。冬

の
練
習
は
寒
く
て
と
て
も
大

変
だ
け
れ
ど
、
私
達
が
頑
張
ら
を

い
と
国
体
は
成
功
し
ま
せ
ん
。

全
国
か
ら
こ
ら
れ
る
選
手
や
役

員
の
人
達
か
ら
、
り
っ
ば
を
マ
ー

チ
ン
グ
だ
っ
た
と
は
め
ら
れ
る
よ

う
に
し
っ
か
り
練
習
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
達
の
手
で

国
体
を
必
ず
成
功
さ
せ
た
い
と
思

い
ま
す
。

江
尾
小
学
校
　
五
年
　
篠
田
弘
美

◇
と
っ
て
も
快
適
／

貨
車
で
事
務
所

お
や
、
列
車
が
と
ま
っ
て
る
？

…
最
近
、
一
旦
の
伯
備
線
沿
い
に

貨
車
四
両
を
連
ね
た
ス
テ
キ
な
事

務
所
が
完
成
し
、
話
題
に
在
っ
て

い
ま
す
。

江
尾
砕
石
工
業
有
限
会
社
（
中

村
純
久
社
長
）
で
は
、
古
く
な
っ

た
事
務
所
の
建
て
か
え
に
米
子
鉄

道
管
理
局
か
ら
貨
車
四
両
を
譲
り

受
け
、
事
務
所
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
室
、
応
接
室
な
ど
に
改
造
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
。

外
装
は
、
寝
台
車
ブ
ル
ー
ト
レ

イ
ン
の
ブ
ル
ー
と
白
、
内
装
は
ク

リ
ー
ム
色
で
明
る
く
、
三
両
を
つ

告
い
だ
事
務
所
内
は
、
結
構
ゆ
っ

た
り
と
し
て
い
ま
す
。

費
用
も
、
貸
車
代
、
工
事
費
含

め
て
約
三
百
万
円
で
木
造
建
築
の

半
分
。こ

の
ア
イ
デ
ア
事
務
所
に
つ
い

て
中
村
社
長
さ
ん
は
、

「
雑
談
の
中
か
ら
う
ま
れ
た
ア

イ
デ
ア
…
震
動
も
少
な
く
と
っ
て

も
快
適
。
従
業
員
に
も
好
評
で
休

憩
室
、
倉
庫
と
あ
と
二
両
増
や
す

つ
も
り
・
＝
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

Soumu
四角形
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国∋

住
所
変
更
し
た
と
き
は

速
や
か
に
手
続
き
を

報丁田府江

国
民
年
金
の
受
給
者
が
住
所
を
変
更
し
た
と

き
は
、
十
四
日
以
内
に
届
出
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

た
だ
し
、
受
給
し
て
い
る
国
民
年
金
の
種
類

に
よ
っ
て
届
出
先
は
異
な
り
ま
す
。

「
老
齢
（
通
算
老
齢
）
年
金

「
国
民
年
金
老
齢
・
通
算
老
齢

年
金
受
給
者
住
所
・
支
払
機
関
変

更
届
」
を
社
会
保
険
庁
年
金
保
険

部
業
務
第
二
課
へ
提
出
し
て
下
さ

ヽ

一

〇二
、
障
害
年
金
・
母
子
年
金
・
遺

児
年
金
・
寡
婦
年
金

住
所
を
変
更
さ
れ
た
と
き
は
「
国

民
年
金
受
給
者
住
所
変
更
届
」
を
、

同
時
に
支
払
金
融
機
関
を
変
更

し
た
い
と
き
は
「
国
民
年
金
払
渡

方
法
・
払
渡
希
望
機
関
変
更
届
」

を
併
せ
て
役
場
へ
提
出
し
て
下
さ

ヽ
■
　
〇

三
、
福
祉
年
金

住
所
を
変
更
さ
れ
た
と
き
は
、

国
民
年
金
証
書
と
印
か
ん
を
持
っ

て
役
場
へ
届
出
る
こ
と
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
の
国
民

年
金
係
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

米

＞
不

）
不

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

；竃；遠望遠望と≦…芸と鍔とぎ≡灘拭き宅滋三宅と三選嬉慧違憲邑芦≡：憲篭技手慧汲卓誉道管と吉管とき封等誌き篭邑訳≡とき莞遠望とさ望註さ蔓淳篭泣言蔓鼓声望戯言竃辻ぎ三と托罰送達蟄

貞簾腋底上げ

見知
医療費の値上げが、国保財政に与える

影響は少なくありません。

みんなで医療費節約を考えましょう。

医
療
費
が
三
月
一
日
か
ら
値
上

げ
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
費
は
、
昨
年
の
三
月
に
も

値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
が
、
薬
価
基

準
の
引
下
げ
に
よ
り
、
実
質
的

な
値
上
げ
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
の
場
合
は
、
医
療
費

の
値
上
げ
率
が
薬
価
基
準
の
引
き

下
げ
率
を
上
回
っ
た
た
め
実
質
的

な
値
上
げ
と
在
り
ま
し
た
。

今
回
の
医
療
費
改
定
の
特
徴
は
、

・
病
院
は
入
院
料
、
診
療
所
は
外

来
に
か
か
る
費
用
を
重
点
的
に

引
き
上
げ
た
こ
と

・
病
院
・
診
療
所
間
の
連
携
を
強

め
る
た
め
紹
介
料
を
新
設
し
た

こ
と

・
投
薬
や
検
査
料
は
個
別
に
計
算

し
を
い
で
ま
と
め
て
料
金
化
し

た
こ
と
を
ど
で
す
。

改
正
の
重
な
事
例
は
、
次
の
表

の
と
お
り
で
す
が
、
か
ぜ
・
へ
ん

と
う
炎
・
高
血
圧
症
を
ど
、
通
院

・
投
薬
で
す
む
病
気
が
小
幅
の
値

上
げ
、
あ
る
い
は
値
下
げ
と
在
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
虫
垂
炎
は
九

・
六
％
、
心
筋
こ
う
そ
く
七
二
ハ

％
、
胃
ガ
ン
七
二
一
％
な
ど
、
手

術
が
必
要
な
大
病
の
入
院
料
や
手

術
料
の
上
げ
幅
が
大
き
く
在
っ
て

い
ま
す
。

2年
遭鱒ダ

（単位H、曙qi省によるモデル試算）

医　 療　 督 国保一一服 郎 鹸 者の自己負担飽

現 行 領 改 正 楯 現 行 紙 改 正 額

か せで の どに 炎 症

（3 日通 院 ）
4 ，4 10 4 ，53 0 1 ，32 3 1 ，35 9

へ 4 と う 炎

l （2 日 通 院 ）
7 ，180 6 ，9 u ） 2 ，1 54 2 ．09 7

高 血 圧 症

（雷 冒 ㌫ 孟 琵 臥 ） 17 ．9 20 17 ，6 30 5 ，3 76 5 ，28 9

虫 垂 炎 で 手 術

（7 日 入 院 ）
157 ，9 90 17 3 ，150 4 7 ．3 97② 5 1．94 5①

心 筋 こ う そ く

（讐 莞 菅 三 品 タ ） 4 88 ，720 52 5 ，7 60 146 ，6 16① 157 ，72 8（》

胃 が ん 手 術

（30 日 入 院 ）
6 38 ，540 68 4 ．2 60 19 1 ．5 62① 20声．27 8①

虫 歯 が 化 膿 （か の う ）

し痛 み

（5 日 通 院 ）

6 ．280 6 ，4 60 1 ，8 84 1 ，93 8

奥 歯 が 1 本 抜 け

ブ リ ッ ジ つ く る

（3 日通 院 ）

32 ，130 33 ，340 9 ，639 10 ．0 02

上 下 の 総 入 れ 歯

（7 日通 院 ）
37 ．400 39 ，560 11 ，220 11 ．8 68

か ぜ と高 血 圧 の 薬 を

処 方 せ ん に よ り薬 局

で 調 剤

4 ．100 3 ．720 1 ，230 1 ，116

く注 〉 い ず れ も お と な の 例 。 10円 未 満 は 4 捨 5 人 し て 支 払 う 。

① は 高 額 療 養 賓 の 対 象 に な り、 実 際 の 負 担 額 は 5 1 ．0 00 円 （低

所 得 者 は 30 ，00 0円 ）。

② は 低 所 得 者 の み 高 額 療 養 費 の 対 象 に な り、 実 際 の 負 担 は

3 0 ．0 00 円 。

⑳
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国
民
年
金
の
保
険
料
月
額
六
、

二
二
〇
円
が
四
月
か
ら
六
、
七
四

〇
円
に
を
り
ま
す
。

た
だ
し
、
付
加
保
険
料
は
、
月

額
四
〇
〇
円
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
一
定
期
間
の
保
険
料
を

⑳

前
納
さ
れ
ま
す
と
割
引
き
が
あ
り

ま
す
。保

険
料
が
滞
る
と
納
め
に
く
く

な
り
ま
す
。
納
期
に
遅
れ
を
い
よ

う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
で

掃
．
除
機
を

〆

ト

′

盲

′

～

′

童

も

ー

・

√＼、、＼＼、ノ雲二二云

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
は
、
み

な
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
浄
財
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ

の
度
、
こ
の
共
同
募
金
の
配
分
品

と
し
て
、
鳥
取
県
共
同
募
金
会
か

ら
掃
除
機
が
届
き
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
家
庭
奉
仕
括
動
に
使
用
し
て
い

ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

寄遥；道道憲嬉篭と≦；三好琵虔慧卓；蕊き篭ざ慧諾意書芸吉誉嬉芸と指と言霊注ぎ＝琵ぎ‥ぎ憲…；…蓋さ：読書驚喜きま憲；さ等虐怒声≡；：三宅憲と吉等；：壬認諾器とぎ慧；：吉崇虔：：：‡：≡弓≡；：ぎ≡；＝吉塚と壬憲；二ぎ慧嘉

人の動き

（1月届）

お
誕
生
お
め
で
と
う

下乗佐

覧尾川

梶
原
麻
由
美

新
山
　
広
明

川
上
　
正
道

岩敦正
男　也　己

三　長　長
男男　女

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

野山新安関
口　田　見藤内

春
彦

公
子

伸
吾

雅
美淳

椎
木
登
美
子

浮藤善南坂松田永宰南
田原本波口　山中井川i皮

健
次

ト

シ

ノ
英
夫

弘
子

一
二
三

着
司
美

幸
伸

智
子

公
夫

和
子

久
遠

溝
口
町
か
ら

吉
原

徳
島
県
徳
島
市
か
ら

江
尾

徳
島
県
海
部
郡
か
ら

俣
野

熊
本
県
天
草
郡
か
ら

大
阪
市
天
王
寺
区

宮
市
か
ら

秋
田
県
能
代
市
か
ら

江
尾

俣
野

米
子
市
か
ら

俣
野

鳥
取
市
か
ら

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

栗
尾
加
藤
亀
讃
8
2
歳
琢
美
宅

大
河
原
井
上
鶴
太
郎
4
3
歳
森
雄
宅

貝
田
森
田
正
子
7

9
歳
智
廣
宅

宮
市
原
大
倉
勇
太
郎
8

3
歳
孝
士
宅

大
河
原
安
田
た
け
の
8

8
歳
理
利
宅

貝
田
佐
藤
つ
ね
8
2
歳
秋
寛
宅

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

二
月
中
寄
託
分
）

香
典
返
し
と
し
て

吉
原
大
田
春
代
殿

（
母
よ
し
の
様
ご
逝
去
）

尾
上
原
山
本
晴
男
殿

（
母
さ
き
よ
様
ご
逝
去
）

棄
尾
加
藤
琢
美
殿

（
父
亀
寿
様
ご
逝
去
）

大
河
原
井
上
純
子
殿

（
夫
鶴
太
郎
様
ご
逝
去
）

貝
田
森
田
智
廣
殿

（
母
正
子
様
ご
逝
去
）

宮
市
原
大
倉
孝
士
殿

（
祖
父
勇
太
郎
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

宮
市
末
次
肇
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
安
井
徳
岡
卓
史
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
　
市
　
原
田
節
美
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
宇
田
川
助
二
殿

（
妻
秀
子
様
退
院
）

柿
　
原
　
加
藤
タ
カ
コ
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
二
　
生
田
琢
美
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
遠
　
竹
内
　
勇
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
付
と
し
て

一
旦
　
宇
田
川
正
一
殿

（
祖
母
長
尾
い
そ
様
白
寿
内
祝
）

米
子
市
　
末
次
候
枝
殿

（
自
治
協
会
奨
学
金
制
度
に
対
す

る
謝
礼
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。江

府
町
社
会
福
祉
協
議
会

・
1
…
・
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
・
！

l
、
十
二
月
末
累
計
額

三
百
五
万
三
千
三
百
六
十
四
円

2
、
一
月
中
寄
付
額

三
十
万
八
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
十
二
万
円

快
気
祝
　
　
十
万
円

特
別
寄
付
　
八
万
八
千
円

3
、
一
月
末
累
計
額

三
百
三
十
六
万
一
千
三
百
六
十
四
円
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お
誕
生
お
め
で
と
う

洲
河
崎
　
佐
々
木
さ
や
か

宮
ノ
前
　
土
井
垣
佳
奈

本
　
五
　
山
内
　
　
剛

洲
河
崎
　
浦
部
　
　
仁

尾
上
原
　
藤
原
　
浩
昭

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

孝
　
二
女

伸
治
長
女

邦
男
二
男

実
　
長
男

寿
昭
長
男

後
　
　
順
二

冨
永
ひ
と
み

浜
中
　
邦
夫

三
輪
　
美
鈴

小
林
　
　
茂

野
平
　
裕
美

江
尾

広
島
県
双
三
郡
か
ら

境
港
市

下
安
井
か
ら

武
庫

鹿
児
島
県
薩
摩
部
か
ら

第188号

銅
㌍
絹
子
）
銅
調
律

錮
㌍
子
）
絹
頼
り

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

尾
上
原
　
中
尾
　
福
市
8
5
歳
博
憲
宅

池
ノ
内
　
加
藤
　
す
ぎ
7
3
歳
寛
治
宅

池
ノ
内
　
河
本
た
み
よ
9
0
歳
臭
道
宅

新
　
道
　
飯
田
て
る
よ
8
0
歳
　
安
宅

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
二
月
中
寄
託
分
）

香
典
返
し
と
し
て

貝
　
田
　
佐
藤
秋
寛
殿

（
母
つ
ね
様
ご
逝
去
）

尾
上
原
　
中
尾
博
憲
殿

（
父
福
市
様
ご
逝
去
）

新
　
道
　
飯
田
　
安
殿

（
母
て
る
よ
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

大
河
原
　
清
水
千
尋
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

武
　
庫
　
宇
田
川
繁
寿
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
三
　
岡
本
一
二
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
伊
達
　
勇
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
森
田
美
萱
恵
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
加
藤
義
也
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
安
田
勝
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
宇
田
川
義
明
殿

（
長
男
哲
也
様
退
院
）

大
河
原
　
安
田
峯
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
清
水
寿
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

尾
上
原
　
宮
本
孝
指
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。江

府
町
社
会
福
祉
協
議
会

〇一・一一・・一・一・・一一▽

保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と

▽・・一・一・・一・・一▽・一・・・・・・一・・・・一・一▽

…
‥
善
意
銀
行
受
払
報
告
一
‥
＝
一
・
・

1
、
一
月
末
H
累
計
額

三
百
三
十
六
万
一
千
三
百
六
十
四
円

2
、
二
月
中
寄
付
額

二
十
万
五
千
円

内

　

　

訳

香
典
返
し
　
十
三
万
円

快
気
祝
　
　
七
万
五
千
円

3
、
旭
稚
人

二
万
三
百
一
円

4
、
支
出
額

負
担
金
　
五
千
円

5
、
二
月
末
累
計
顔

三
百
五
十
J
八
一
万
一
千
六
ナ
日
六
十
五
円

お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

昭
和
五
十
八
年
の
国
税
庁
の
　
「

酒
白
書
」
に
よ
り
ま
す
と
、
酒
類

の
一
年
間
の
消
費
は
七
三
七
万
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
、
史
上
最
高

に
在
っ
た
と
い
い
ま
す
。
最
近
は

し
ょ
う
ち
ゅ
う
が
大
き
く
伸
び
、

若
い
人
や
女
性
の
間
で
も
人
気
が

あ
る
よ
う
で
す
。

寒
い
夜
に
は
「
キ
ュ
ー
と
一
杯
」

と
た
の
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

お
酒
も
軽
く
飲
ん
で
い
る
う
ち

は
、
気
分
も
ほ
ぐ
れ
て
朗
ら
か
に

在
り
、
食
欲
が
出
て
、
ス
ト
レ
ス

も
解
消
し
、
人
相
互
の
関
係
も
う

ま
く
い
く
利
点
が
あ
り
ま
す
。
が
、

と
か
く
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
飲
み
も

の
は
、
飲
ん
で
い
る
う
ち
に
自
制

が
き
か
な
く
在
り
、
つ
い
度
を
過

ご
す
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

適
度
に
飲
め
ば
「
薬
」
も
飲
み

方
次
第
で
は
「
毒
」
に
も
な
り
ま

す
。一

番
悪
い
飲
み
方
は
　
〃
酒
の
さ

か
を
は
い
ら
な
い
〝
と
い
う
も
の

で
、
肝
臓
へ
の
栄
養
補
給
を
し
を

い
で
、
一
時
に
高
い
濃
度
の
ア
ル

コ
ー
ル
処
理
を
強
い
る
こ
と
に
な

り
、
肝
硬
変
を
ま
ね
き
ま
す
。

上
手
な
酒
の
飲
み
方
は
、
自
分

の
ペ
ー
ス
を
守
り
を
が
ら
、
酒
は

チ
ビ
チ
ビ
、
さ
か
な
は
モ
リ
モ
リ

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
胃
や

肝
臓
の
働
き
を
助
け
、
保
護
す
る

肉
・
魚
・
卵
・
チ
ー
ズ
二
豆
腐
・

バ
タ
ー
な
ど
た
ん
白
質
や
脂
肪
を

多
く
含
む
食
品
や
、
ア
ル
コ
ー
ル

を
早
く
分
解
さ
せ
る
ビ
タ
ミ
ン
B
l

・
馳
・
C
を
含
む
レ
バ
ー
・
貝
・

果
物
・
野
菜
等
が
酒
の
さ
か
を
に

適
し
て
い
ま
す
。
ま
た
酒
は
強
い

酸
性
食
品
で
す
。
生
野
菜
や
食
後

の
果
物
の
中
和
を
は
か
ら
を
い
と

疲
れ
が
残
り
ま
す
か
ら
ご
用
心
下

さ
い
。

晩
酌
さ
れ
る
ご
主
人
を
持
つ
奥

様
、
酒
の
さ
か
を
の
一
工
夫
を
。

⑳

Soumu
四角形
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